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副議長、会派副幹事長、総務常任委員会、3期 目39歳

関 西 学 院 中 学 部・関 西 学 院 高 等 部・関 西 学 院

大 学 経 済 学 部卒 業 、民 間企 業 でSEと して従 事

会派幹事長、民生文教常任委員会、2期 日、31歳

明石高専卒業、民間企業で橋梁設計士として従事

榜躙餞鼈蒻蝙骰蛯鶯蝙靡
4月 の選挙を経て3人体制となり、総務常任委員会→大原ゆうき、

民生文教常任委員会→浅海洋一郎、

建設公営企業常任委員会→橋本たかし、へ所属しました。

会派の考えを各委員会へ届けてまいります。

そして私たちの会派より、大朦ゆつきが轟聾議長に選出されました。
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市長が変わつて ||■■■■‐■■|   ‐■が注目されています。6月 定例会での市長の説明では、現状

の計画を大きく変更する考えはないと報告がありました。決められた期間と予算の中で緑化や市民

が集える場としての活用を進めたいとの考えも表明していますが、現状は駅前再開発ビルを建設し

て地権者との合意形成を進める方針です。|       |   |‐ ■|       ‐‐‐■
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建設 公 営企 業常任 委員 会 、1期 目 44歳

潮見幼稚 園 潮見小学校 報徳学 園高等

学校・甲南大学経営学部卒業、株式会社JC8
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寺前尊文
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議長の帰山和也議員を支える存在として、各議員の意見を

くみ取り健全な議会運営に努めます。そして、より

を作るために    にも一層取り組んでいきます。

今 後のスケジュ‐ル
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市長の選挙公約で||■・ _・‐■■■■■|■ |: ||■ |■■■|||‐ .|を挙げていた。

実施した場合、|■ ||||■‐■|||■ 傾向にあるが、現状も小児科クリニックが数か所に集中して混雑している。

医療費無償化の拡大は他市の動向や子どもの健康促進を踏

まえて必要と考えるが、実施には現場環境の改善も併せて行

う必要があるのではないか。4妙

儡
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願叢驚摯轄:な |ま 鷲輩鑽‡麟拡霧できるよう取り組んでいる。医

療のオンライン化やマップ作成なども含め、各所クリニックの

利用が拡がり現場改善が進むよう検討したい。
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朝から2～3時 間待つ小児科も…コロナ禍が明けて

子ども医療助成費 (円・回/1人当たり)  助成額(円 )
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市長の選挙公約で「圧倒的に子育てがしやすい声屋」を実現することを明言していた。

全国の 3害」の自治体が自主財源で無償化を実現しており、既に子育ての支援の代表的な施策の一つとなつている。

「圧倒的に子育てがし易い声屋」の実現において
'■
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i=:::は不可避であるものと考える。こねまでの「芦屋市とし

て検討はしない」とのスタンスから変更する考えはあるのか。

政府の少子化対策において、「給食費の無償化」の実態調査が予

定さている。声屋市としては、「給食費の無償化」は国ですべきこ

ととの見解より、その調査結果を見ていきたい。

2022年度に給食費を無償化した自治体

総食費の無償化 :ま 、家計 |こ 直接作覇し子供の人数に応じた支援の傾斜配分など

非常に優れた特徴がある。政府の動向を静観するのではなく、新市長のマネジメ

ントのもと、声屋市として検討を行うよう引き続き訴えていきたい。

瘍部活動の統合運営について 隋「海」に関する有効活用について

瘍芦屋市のキャッシュレス決済対応について
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0地域のコミュニティ作りについて
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今後の展望


